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論 文 内 容 の 要 旨
HCG は化学的には糖蛋白質であることは承認されているが, 未だその純品は得られずその構造も明ら
かでない｡ また生物学的あるいは内分泌学的にも HCG の性格は複雑多岐で従来この方面の議論 が多 い
のにもかかわらず統一した見解をみるまでに至っていない｡ HCG は正常妊娠各期, 胞状奇胎あるいは歓
毛上皮噂などに共通してみられる特異なホルモンであるが, これら各疾患の臨床像はもちろんのこと ho-
rmonemilieuも相互に異なったものであり, 従って, HCGが妊娠, 胞状奇胎または紡毛上皮腫などの
臨床像あるいは hormonemilieu形成に意義をもつとすれば当然これら各場合における HCG 問の量的






よび 8,000Ⅰ.U./mg.の精製 HCG あるいは HMG などを DEAM セルローズクロマ トグラフィーを
用いて展開し得られた各分画の生物学的活性をラット卵巣重量法によって測定し, 認められた生物学的活
性のピ- クの性格を下垂体摘出ラット卵巣の組織学的検索によって検討した｡ また 12,000Ⅰ･U･/mg･ の




1. 正常妊娠初期および末期妊婦尿中 HCG胞状奇胎および紡毛上皮腫患者尿中 HCG の澱粉ブロック
電気泳動によって生物学的活性分画a,bを認め, DEAEセル一口ズクロマ トグラフィ- によって生物
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学的活性分画A,B,Cを認めた｡ また胞状奇胎患者尿中 HCGにおいてのみ pH8.6,0.005M トリス
燐酸緩衝液を用いて DEAEセルローズに吸着しない活性分画A′を得た｡
2, a分画はラット精嚢腺重量を増加させる作用が強く, b分画は Steelman-Pohley法によるラット卵
巣重量を増加させる作用が強いという傾向が認められた｡




5.われわれが精製した 8,000Ⅰ.U./mg.の HCGは DEAEセルローズクロマ トグラフィーによって
二つの 280m/∠における吸光度のピークと一つの著明な活性のピークが認められたが, 下垂摘出ラット
卵巣の組織学的所見からは FSH作用, LH作用共に存在することが示された｡
6.われわれの精製した 12,000Ⅰ.U./mg･.の HCGの生物学的活性は, 熟, 尿素, シアン酸, ノイラ
ミニダーゼによって著明低下を来たしたが, α-キモ トリプシンによっては完全な不活性化を受けず, ま
たロイシアミノペプチダーゼおよびカルボキシペプチダ- ゼによっては全く変化が認められなかった｡
論 文 審 査 の 結 具 の 要 旨
正常妊娠初肌 末期妊婦ならびに胞状奇胎および紋毛上皮腫患者等の尿からカオリンエタノ- ル法によ
って抽出した粗HCGを澱粉ブロック電気泳動法によって展開したところ, 生物学的活性分画a, bを認
め一方これらの粗 HCGあるいは精製 HCGまたは HMGにつき DEAEセルローズクロマ トグラフィ
ーを用いて展開したところ生物学的活性A,BCを認めこの際胞状奇胎患者尿HCG では PH8.6, 0.005
M燐酸緩衝液で DEAEセルローズに吸着しない活性分画A′を得た｡ a分画ではラット精嚢腺重量を増
加させ, b分画では Steelman-Pohley法によるラット卵巣重量を増加させる作用があり, 一方Aおよび
A′分画は FSH作用を有し, BおよびC分画では LH作用を有することを下垂体摘出ラット卵巣の組織
学的検査によって証明している｡
そして正常妊娠, 胞状奇胎, 繊毛上皮腫ではこれら活性の量的比率は異なっており, 精製HCGについ
ては二つの吸光度におけるピークと一つの生物学的活性のピークを認め, これらに FSH作用, LH 作用
ともに存在することを指摘し, 熱, 尿素, シアン酸, ノイラミニダーゼによってその活性は著明に低下し
α-キモ トリプシンによって, 完全な不活性化を受けず, ロイシンアミノペプチダーゼおよびカルボキシペ
プチダーゼによって全 く変化しないことを見ている｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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